
検査体制 607億円 検査体制の整備とともに、感染拡大の際には検査無料化を実施します

病床確保 1,578億円 必要な方が迅速に医療機関に受け入れられ、確実に入院につながる体制を整備します

宿泊療養 832億円 保健・医療提供体制確保計画を踏まえ、宿泊療養施設を確保します

自宅療養 235億円 安心して自宅療養生活を送れるよう、フォローアップ体制を確保します

保健所 15億円 保健所業務の負担軽減や効率化などを推進します

ワクチン接種 308億円 区市町村等と連携し、希望する全都民への確実なワクチン接種を推進します

区市町村 34億円 区市町村が地域の実情に応じて実施する取り組みを支援します

合　　計 3,610億円 ※金額には、病院会計に計上している15億円を含みます

都政を前へ！東京の発展に全力！！

令和４年度東京都予算の概要

令和４年 春特集号

一 般 会 計 　7兆8,010億円（前年比5.1％増・過去最大）
特 別 会 計 　5兆8,382億円（　〃　0.1％増）
公営企業会計 　1兆7,547億円（　〃　7.7％減）
予 算 総 額  15兆3,939億円（　〃　1.6％増）

感染症の脅威を克服……あらゆる感染症から都民の命と健康を守る
医療提供体制の確保、ワクチン接種の推進や検査体制の充実を図ります。

予算
のPOINT

1

少子高齢社会を支える取組みを充実……学童クラブの増設により、子供の
居場所を確保します。介護人材確保のため、家賃補助制度の対象を拡大します。

予算
のPOINT

2

持続可能な都市……2030年 温室効果ガス排出量50％削減達成へ向け、家庭や
事業所、運輸部門の脱炭素化や、省エネ・再エネの設備導入を進めます。

予算
のPOINT

3

東京2020大会のレガシーを都政に反映…大会施設の積極的な活用やパラスポ
ーツ普及、日本の伝統文化発信など、未来へのレガシー（遺産）として都政に活かします。

予算
のPOINT

4

コロナ対策を万全にする医療提供体制の構築に予算 3,610億円を計上しました

ZEV

　都議会自民党は、コロナ対策や、防災
対策はもちろん、子供や女性、高齢者や
障害者に適切な支援が行き届くよう、区
市町村との連携を深め、東京の力を都民
のために活用します。

項　目 予算額 主な内容

▲東京の医療提供体制の確保に全力

▲いつまでも安心して暮らせる東京へ

都議会
自民党の
決意

東京都議会自由民主党
詳しい政策は➡

東京都 コロナ
保健医療情報

東京都 コロナ
支援情報ナビ

　令和４年度東京都予算概要が固まりました。
　コロナ禍において過去最大規模の予算編成と
なりましたが、中長期の視点を忘れず、効果
的な予算審議に努めました。

皆様の都政へのご意見をお聞かせください！



皆様の都政へのご意見・ご要望をお寄せ下さい。

令和4年 春特集号 〈2〉
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令和４年東京都議会第一回定例会【都議会自民党代表質問】

東京の発展につながる、都民に役立つ予算を！

代表質問の詳細は都議会ホームページ http://www.gikai.metro.tokyo.jp をご覧下さい

都議会自民党は、新年度予算を「東京の発展
につながる、都民に役立つ予算」とし、全力

で取り組みを進めるよう、都に強く要請しました。

都議会自民党が進める主な新規・拡大事業
　　 受験生チャレンジ支援貸付事業を拡大：4年度予算規模➡57億円（前年度 11億円）
学習塾費用、大学・高校受験料等の捻出が難しいご家庭に対する貸付の収入要件を緩和しました。
（貸付対象となる学校に入学した場合は返済免除）。知事に直接要望し実現しました。
【モデルケース（３人世帯）】世帯年収上限：約334万円→約441万円にアップ

拡大

　　 高齢者・障害者への支援を拡大
超高齢社会の介護サービスを支える人材を確保するため、都独自の家賃補助対象を大幅に拡大。障害児の
放課後の居場所となるデイサービスの質を高める事業者に都が新たに独自の支援を実施。

拡大

　　 高校生等の医療費無償化：4年度予算規模➡7億円
高校生相当年齢への医療費助成制度開始に向けた区市町村の準備経費を補助。
令和 5年度実施を実現するため、まず 3年間は都が必要な財源を負担し、区市町村を支えます。

新規

実効性ある予算編成を都に強く要請しました

都議会自民党代表質問の様子都議会自民党代表質問の様子

都は税収増を背景に最大規模の予算を編成
したが、景気下振れなど先行きは不透明。持続可
能な財政運営が必要と考える。

ムダを無くす取り組みを徹底し、実効性の高
い施策を展開していく。中長期を見据えた戦略的な
財政運営を行っていく。

質問

答弁

都の財政運営の見通しは？

コロナ禍の再就職支援、中小企業の事業継
続支援やＤＸ化促進、観光産業の活性化を

ITや介護業界と連携し再就職を支援。専門家の派遣等
で、中小企業の新たな事業展開、先端技術導入、業務効率化
を支援。新観光ビジネスへの地域ネットワークづ
くり、東京2020大会のレガシーを活かした観光
プロモーションを展開。

質問

答弁

中小企業支援の更なる拡充を

特殊詐欺による暴力団の資金獲得阻止、都
営地下鉄の防犯カメラ設置、木密地域私道無電柱
化、大規模水害に備えた高台街づくりを

犯罪収益対策課を設置。都営地下鉄全車両への防犯カ
メラ設置を目指す。木密重点地域で区道に接続する私道の無
電柱化を支援。堤防上部通路を使った避難通路を確保。

質問

答弁

安全安心な防犯・防災対策を

放課後の子供居場所づくり、私立幼稚園教
諭の人材確保、ヤングケアラー支援を

区市町村の学童クラブ設置支援を拡大するとともに、
認証保育所の活用や民間団体の活動を支援。
私立幼稚園へ都独自の処遇改善支援を開始。
ヤングケアラー支援策検討委員会を設置し、関係機関の連携
を図り相談支援につなげる。

質問

答弁

子育て支援の充実を

都内住宅の98%を占める既存住宅や中小企
業の省エネ・再エネ対策、区市町村のデジタル人
材育成支援、島しょのデジタル通信環境向上を

既存住宅には、窓等断熱化補助を拡大。中小事業者に
は、省エネ型空調設備導入の補助率を拡大。区市町村のデジ
タル化に向け、職員セミナー・研修会など人材育成を推進。
小笠原通信設備の大容量化、八丈病院医療DXを推進。

質問

答弁

環境対策、デジタル化推進を

検査キットの確保、医療機関の検査体制強
化、重症化する高齢者対策、保育園休園時の支援
等、感染状況とコロナ禍の実態を踏まえた支援を

全ての診療・検査医療機関の原則公開を医師会に働き
かけ。ワクチンバスを高齢者施設に展開してワクチン接種を
推進。高齢者等医療支援型臨時施設を開設。
代替保育に取り組む区市町村を支援。

質問

答弁

実態を踏まえたコロナ対策を


